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１８．マレー半島マングローブ汽水域における餌料性甲殻類の生態特性 
〔 要 約 〕 半島マレーシア北西部の２ヶ所のマングローブ汽水域において、魚類の餌料として重要な小型

甲殻類のアミ類（Ｍｙｓｉｄａ）及びアキアミ類（Ａｃｅｔｅｓ）の生態調査を実施し、種群構成、生物量、時空間分布な

ど汽水生態系の生産構造や環境収容量の算出に欠かせない生態特性に係わる基礎知見を得た。 
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［背景・ねらい］ 
 アキアミ類（Acetes）やアミ類（Mysida）などの小型甲殻類はマングローブ汽水域に生息する様々な魚類の主要

餌料生物として低次生産と高次生産生物を繋ぐ重要な役割を担っている。他方、熱帯アジアのマングローブ汽

水域において、これら小型甲殻類の生態に関して公表された成果はほとんど見あたらない。このため、マングロ

ーブ汽水域の生産構造の解明や環境収容量を算出するうえで大きな障壁となっている。以上の点を踏まえ、本

研究では半島マレーシア北西部を代表するムルボックとマタンマングローブ（図１）において小型ソリネットを用い

た周年採集を実施し、魚類の餌料として重要な表性甲殻類の種群構成、時空間分布と生物量を把握するため

の調査を実施した。さらに、マングローブ水域生態系に対する理解の深化を図るため、優占種の個体群動態並

びに繁殖生態を精査した。 
 
［成果の概要・特徴］ 
1. 半島マレーシアのマングローブ汽水域の餌料性甲殻類として、アキアミ類（Acetes）３種及びアミ類

（Rhopalophthalmus, Acanthomysis, Notoacanthomysis, Mesopodopsis に属する）６種の計９種が優占した。こ

れら出現種の時・空間分布傾向は調査した二つのマングローブ間で大きな違いはなかった（図２）。 
2. 一方、餌料甲殻類の生物量はマングローブ間で差が認められ、調査の質・量が揃った亜潮間帯で比較する

と、マタンマングローブのバイオマス（湿重量）はムルボックに比べおよそ５倍高い値を示した(p < 0.05)。また、

マングローブ間で差が認められるものの、隣接海域にくらべて生物量は明らかに高く、「マングローブ汽水域

が高い生産性をもつ」という一般概念の妥当性は餌料性甲殻類の生物量の面では支持される（表１）。 
3. 汽水を代表するＭｅｓｏｐｏｄｏｐｓｉｓ属アミ類の繁殖生態研究から、熱帯性アミ類は温・寒帯性種と異なり生活

史の諸特性（成熟サイズ、抱卵数、卵サイズなど）に季節変動をもたないことが示されたほか、特に注目すべ

き点として、マングローブ汽水域を住処とする群は海域の個体群に比べて大型卵を少数産出し（体長７mm
の雌の推定抱卵数は前者が８、後者が 15）、その後の全生活史段階においても沿岸群より明らかに大型で

あるなど、異なる繁殖特性をもつことが明らかになった（図３）。 
 
［成果の活用面・留意点］ 
1. マングローブ汽水域の生物量データは今後開発を企図しているモデルのパラメーターとして利用可能であ

る。同時に、環境の異なるマングローブの生物生産性を比較するうえで目安の数値として活用できる。 
2.  これまで、熱帯性アミ類の個体群動態が詳細に研究された事例はない。本研究で得られた出現種各々の時

空間分布に関するデータはマングローブ汽水域の生態研究の進展に貢献する。今後、未同定種の確定に

つとめることによって生態系モデルの精度向上にも繋がる。 
2. Ｍｅｓｏｐｏｄｏｐｓｉｓ属が生息場所の違いによって繁殖特性に差が持つことが明示されたのはこれが最初で、ま

たアミ類全体においても初めてと認識される。このことは今後、アミ類の環境適応や種分化機構の研究に大

きく貢献するものと考えられる。 
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［具体的データ］ 
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図１．半島マレーシアと調査地域

（ムルボック及びマタンマングロー

ブ汽水域） 

図２．半島マレーシアのマングローブ水系における表

性甲殻類群集の分布様式模式図 (Hanamura et al., 

2007a を改変) 

表１．半島マレーシア北西部の各調査地に

おける表性甲殻類の生物量の比較 

図３．Mesopodopsis orientalis（雌）の汽水及び沿岸個

体群の各生活史段階におけるサイズの比較：Emb；抱

卵幼生; Sexing，性分化（形態）；Mature，性成熟；Max size，最

大体長 （Hanamura et al., 2008 を基に作図） 

調査地域

 

動物群 潮間帯 亜潮間帯 潮間帯 亜潮間帯 潮間帯 亜潮間帯

Mysidacea 832.1 33.4 41.8 91.3 95.8 no

data
Acetes 837.6 99.5 22.0 247.3 15.1

Penaidae 76.9 4.3 306.2 354.6 1.0

Other Shrimps 1.8 2.0 47.5 42.7 0

年間平均 (mg/㎡) 1789.4 139.2 417.3* 735.9 111.9

*2006年６～９月+2007年3月
** マングローブの無い海岸

Matang マングローブ Teluk Kumbar*Merbok マングローブ

 

0

2

4

6

8

10

Emb I Emb III Sexing Mature Max Size

Estuarine f.

Coastal f.

体
サ

イ
ズ

(m
m

)

生活史段階

汽水型個体
沿岸型個体

胞胚Ｉ期 胞胚III期 性分化期
（形態）

成熟期 最大体長


	2007-18

